
編集後記
昨年度に執筆・投稿規程、及び、査読・閲読実施要綱の改正がなされ、本論集の投稿、

査読・閲読、編集についての環境の整備が進められたことを受けて、今年度から新しい規

定、実施要綱のもとでの編集を行うこととなりました。今年度の投稿論文数は原著論文 2

編、研究ノート 1編、実践報告 2編でした。

査読・閲読制度が本誌に導入されて 6年が経っています。査読を行うことは、投稿への

ハードルを上げるという負の側面と、研究論集の質、及び、外部評価の向上という正の側

面という両面性をもちますが、大学紀要への投稿は、特定領域の専門家によって（のみ

で）構成される学会誌の場合とは違って、自己の書いた論文が専門領域を異にする研究者

たちにどのように理解されるのかを問う、ある意味での「他流試合」とも考えられます。

この点をご理解いただいて、奮って投稿してくださることを祈念しております。
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